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研究成果の概要（和文）2007～2008 年に広島・長崎放射線影響研究所において行った、原爆被

爆者の緑内障調査の全データを解析した結果、原爆被爆者において、正常眼圧緑内障と被爆線

量には有意な正の相関を認めることがわかった。正常眼圧緑内障の発症メカニズムはいまだ不

明であるが、循環障害の関与が疑われている。そこで、眼局所の循環障害に関連すると考えら

れる網膜細動脈硬化と、被爆線量との関連を調べたが、有意な相関を認めなかった。 

 

 

研究成果の概要（英文）：The glaucoma study in atomic bomb survivors, conducted in the 

Radiation Effects Research Foundation from 2007 to 2008, revealed a significant 

association between the incidence of normal tension glaucoma and radiation dose. The 

mechanism of glaucoma is unknown, but local circulatory disturbance may play a role in 

glaucoma pathogenesis. Therefore, we investigated the relationship between radiation 

dose and retinal arteriolosclerosis, which may be related to local circulatory 

disturbance, but we did not observe significant direct association. 
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１．研究開始当初の背景 

2007 年から、放射線と緑内障との関連を調べ

るという目的で、原爆被爆者における緑内障

調査が、広島・長崎放射線影響研究所におい

て開始された。2008 年 4 月末の時点で、 

緑内障検査が終了していた対象者７１８人

に対し予備的解析を行ったところ、正常眼圧

緑内障の発症率が、被爆線量との有意な相関

を示すという非常に注目すべき結果が得ら

れた。正常眼圧緑内障は、過去の様々な研究

において、その発症要因として、循環障害な

どの眼圧非依存因子が関与していることが

推定されている疾患である。眼局所の循環障

害と関連があると考えられる所見の一つと

して、網膜細動脈硬化があげられるが、2000

年から 2002 年にかけて行われた、原爆被爆

者における眼科調査において、網膜細動脈硬

化と被爆線量との間には、有意な相関を認め

た。しかしこの際には、検眼鏡を用いた眼底

検査で網膜細動脈硬化の有無を検査担当医

が判定したのみで、定量的な網膜細動脈硬化

の評価は行われていない。そこで、原爆被爆

者の緑内障発症メカニズムに、網膜細動脈硬

化が関与するかどうかを調べるためには、適

切な判定方法を用いて、詳細な網膜細動脈硬

化の判定を行った上で、本当に被爆線量との

相関があるかどうかを再検討する必要があ

ると考えた。 

 

２．研究の目的 

まず、原爆被爆者の緑内障調査がすべて終了

した時点で、正常眼圧緑内障の有病率は、本

当に被爆線量と有意な正の相関があるかど

うかを明らかにすること、そして、もし有意

な相関を認めるのであれば、対象者の網膜細

総脈効果の程度を正確に判定し、被爆線量と

の関連を調べることで、原爆被爆者における

正常眼圧緑内障の発症メカニズムに、網膜細

動脈硬化が関与するかどうかを検討するこ

とが、本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

まず、研究代表者と研究協力者とで、2007

年から 2008 年にかけて、広島・長崎放射線

影響研究所において原爆被爆者の緑内障調

査を行った。具体的には、緑内障調査に同

意が得られた原爆被爆者に対し、まず広

島・長崎放射線影響研究所で、一次スクリ

ーニング検査（眼圧検査・スクリーニング

視野検査・眼底写真撮影）を行った。研究

代表者ならびに研究協力者が一次検査の結

果で異常と判定した場合、広島大学病院眼

科、長崎大学病院眼科、もしくはかかりつ

け医において、ハンフリー視野検査などの

二次検査を行い、確定診断を行った。ただ

し、確定診断の際に、判断が難しいと考え

られた症例がいくつも存在したため、その

ような症例に対しては、研究代表者ならび

に広島・長崎の研究協力者が集まり協議し

た上で、緑内障専門医である研究協力者が



中心となって、最終的な判断を行った。緑

内障調査が終了後、一次ならびに二次検査

のデータをすべて保管・管理している広

島・長崎放射線影響研究所において、研究

協力者が中心となってデータの解析を行い、

緑内障の病型別の有病率、有病率の被爆線

量との関係、などについて調べた。 

網膜細動脈硬化判定については、1999 年に

Hubbardらが報告した判定方法（Methods for 

evaluation of retinal microvascular 

abnormalities associated with 

hypertension/sclerosis in the 

Atherosclerosis Risk in Communities 

Study. Ophthalmology. 1999, 106, 

2269-2280.）にもとづき、過去にこの方法

を用いて数々の大規模疫学眼科調査を行っ

てきたメルボルン大学に、研究協力者が今

回の緑内障調査で撮影した眼底写真データ

を持ち込み、詳細な網膜細動脈硬化判定を

行った上で、被爆線量との相関を調べた。 

 

 

４．研究成果 

2008 年の 9月に、原爆被爆者の緑内障調査が

すべて終了した。2613 名の原爆被爆者が緑内

障調査を受け、うち被爆線量が判明した計

1589 名の、広島・長崎原爆被爆者のデータを

解析した。平均年齢は 74.3 歳であった。予

備的解析と同様に、正常眼圧緑内障の有病率

と被爆線量には、有意な正の相関を認めるこ

とがわかった（p=0.001）。他の病型である、

原発開放隅角緑内障、原発閉塞隅角緑内障、

続発緑内障においては、被爆線量との有意な

相関を認めなかった。 

過去に、放射線被爆者での緑内障有病率を調

べた報告はほとんどなく、非常に重大な意味

を持つ結果と考えた。 

続いて、網膜細動脈硬化と被爆線量との関連

を調べるために、眼底写真の判定が可能であ

った 1236 名の眼底写真データから、網膜動

脈径・網膜静脈径を計測した。被爆線量との

相関を調べたが、網膜動脈径（p=0.43）、網

膜静脈径(p=0.21)ともに、有意な相関はみら

れなかった。 

しかし、今後も、原爆被爆者における、正常

眼圧緑内障発症のメカニズムを解明するた

めには、その他の因子の関連を含め、今回の

調査で得られたデータ解析を継続してゆく

必要があると考えている。 
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